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ウズベキスタン共和国（Republic of Uzbekistan）

首　都 タシケント

言　語 ウズベク語

政　体 共和制

独立宣言 1991年 8月31日

人　口 2,710万（2008年）

面　積 44万7,400 km2

主な宗教 スンナ派イスラーム

通　貨 ソム

1人当たりGDP（PPP）（米ドル） 1,700（2004年推計）

主要輸出品目 綿花（41.5％）
（1998年推計） 金（9.6％）

エネルギー製品（9.6％）
その他（食品、自動車など）

実質GDP成長率＊（％） 7.3

貿易収支＊（米ドル） 20億550万

経常収支＊（米ドル） 31億3,600万

外貨準備高＊（金を含まない、米ドル） 46億400万

対外債務残高＊（米ドル） 39億3,800万

為替レート＊

（ 1 米ドルにつき、ソム、期中平均、公定レート）
1,218.91

（注）＊2006年データ。
（出所）人口以外のデータは、小松久男他編『中央ユーラシアを知る事
典』（平凡社、2006年、pp.578-579）、『ジェトロ貿易投資白書 2007
年版』（日本貿易振興機構、2007年）をもとに作成。
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1,026.5 1,661.7 
26.0 

61.9
431.7 

620.6 
9.7 

43.8
346.3 

576.9 
9.0 

66.6
84.0 

361.2 
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330.0
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247.0 
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335.7 
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87.2 
1.4 
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主
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国
別
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注
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サ
ー
ビ
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を
含
む
。

（
出
所
）『
ジ
ェ
ト
ロ
貿
易
投
資
白
書

2007年
版
』
日
本
貿
易
振
興
機
構
、2007年

。（
原
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所
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ウ
ズ
ベ
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タ
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国
家
統
計
委
員
会
資
料
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1,034.0 1,166.4 
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257.2 
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177.8 
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3.4 
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2.1 
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94.6 

70.3 
1.6 
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1.4 
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輸　　出（FOB） 輸　　入（CIF）

17.2 40.3
13.1 15.0
12.9 10.4
12.1 9.1
10.1 8.1
7.9 4.3
5.6 12.8

21.1

100.0 100.0

綿 繊 維
エ ネ ル ギ ー 製 品
鉄 鋼 ･ 非 鉄 金 属
サ ー ビ ス
機 械 ・ 設 備
食 料 品
化学品・プラスチック製品
そ の 他

合 計

ウズベキスタンの主要品目別輸出入構成比（2006年）

（出所）『ジェトロ貿易投資白書2007年版』日本貿易振興機構、2007年
より筆者作成。（原出所：ウズベキスタン国家統計委員会資料）

（％）

機 械 ・ 設 備
化学品・プラスチック製品
鉄 鋼 ・ 非 鉄 金 属
サ ー ビ ス
食 料 品
エ ネ ル ギ ー 製 品
そ の 他

合 計
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1968 ソ連軍、チェコスロバキアに軍事介入
1969 中ソ国境で武力衝突
1979 ソ連軍、アフガニスタンに軍事介入
1983 ウズベキスタンの綿花汚職摘発始まる（綿花事件）
1985 ゴルバチョフ、ソ連共産党書記長に就任（1985-1991）。ペレ

ストロイカを打ち出す
1988 ビルリク人民運動結成
1989 カリモフ第一書記に就任。フェルガナ事件発生。ソ連軍、ア

フガニスタンから撤退完了
1990 ウズベキスタン主権宣言。ナマンガン事件発生
1991 ソ連での保守派による8月クーデタ。これを契機に中央アジ

ア諸国、年末にかけて順次独立を宣言。ソ連邦解体。ウズベ
キスタン共和国に改称。CIS誕生
初の国民投票による大統領選挙で、ウズベキスタン初代大統
領にカリモフ氏選出

1992 タシケントで学生暴動発生。国連加盟
1994 ウズベキスタンとカザフスタン、単一経済圏を創設（ 4月に

キルギスも加盟）。ロシア・チェチェン和平条約調印
1995 カリモフ大統領の任期2000年まで延長（国民投票）
1996 上海ファイブ（中国、ロシア、カザフスタン、キルギス、タ

ジキスタン加盟）誕生
1997 タジキスタン内戦終結
1999 ウズベキスタン・タシケント同時爆破テロ事件発生（ 2・16

テロ事件）
2000 カリモフ氏が大統領に再選
2001 上海ファイブが上海協力機構になる（ウズベキスタンも加盟）。

米国で 9・11同時多発テロ事件発生
2002 最高会議で大統領任期を 5年から 7年に延長するなどの憲法

改正案を承認
2004 タシケント・ブハラ爆破事件など、連続テロ発生
2005 アンディジャン事件発生
2007 カリモフ氏が大統領に選出

ウズベキスタン概観
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14世紀初頭 チャガタイ家の主権回復
14世紀前半 ジョチ・ウルスのウズベク･ハン、イスラーム受容
1361 トゥグルク・ティムール、チャガタイ・ウルスを統一
1370 ティムール朝成立
1380 ティムール、西アジア、カフカーズへの遠征を開始
1409 シャー・ルフ、サマルカンドを占領、ティムール朝の君主に即位
1500 シャイバーン朝成立
1507 シャイバーニー・ハン、ティムール朝を滅ぼす
1518 ホラズムにヒヴァ・ハン国成立
1804 ヒヴァ・ハン国にコンギラト朝成立
1809 コーカンド・ハン国タシケントを占領
1820年代 帝政ロシア、カザフの小ジョズと中ジョズに直接統治を導入
1865 中央アジア南部に侵攻したロシア軍タシケントを占領
1868 ブハラ・アミール国、ロシアの保護国となる
1873 ロシア軍、ヒヴァに入域。ヒヴァ・ハン国、ロシアの保護国となる
1876 ロシア、コーカンド・ハン国を廃して、フェルガナ州を設置
1905 ロシアで血の日曜日事件を契機とし、1905年革命始まる
1917 ロシア二月革命。

ロシア十月革命。タシケントにソビエト政権成立
1918 タシケントのソビエト政権、コーカンドのトルキスタン自治

政府を打倒。バスマチ（反ソビエト）運動開始。青年部ハラ
人の武装クーデタ失敗

1920 ヒヴァ・ハン国で革命
1922 ソビエト社会主義共和国連邦（以下、ソ連邦と略記）成立
1924 中央アジアの民族・共和国境界画定を承認

ソ連邦の一部としてウズベク・ソビエト社会主義共和国成立
1937 ロシア極東から中央アジアへ、朝鮮人強制移住
1939 第二次世界大戦始まる
1941 ドイツ軍、ソ連邦へ侵攻
1945 第二次世界大戦終結
1953 スターリン死去。フルシチョフ、共産党第一書記に就任（1953-1964）
1956 ソ連軍、ハンガリーに軍事介入（ハンガリー事件）

ウズベキスタン年表
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地
中
海
か
ら
太
平
洋
ま
で
、
こ
の
広
く
ア
ジ
ア
と
呼
ば
れ
る
地
帯
に
は
幾
十
か
の
国
が
あ
る
。
そ
の
大
部
分
は
第
二
次
世
界
大
戦
以
後
、

古
い
植
民
地
体
制
か
ら
脱
し
て
新
興
の
独
立
国
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
世
界
の
人
口
の
半
ば
以
上
の
も
の
が
こ
こ
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の

新
興
国
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
立
っ
て
、
建
国
創
業
の
仕
事
に
力
を
つ
く
し
て
い
る
。

そ
の
業
は
果
た
し
て
障
害
な
く
着
々
と
進
ん
で
お
る
か
。
だ
れ
も
が
こ
れ
に
対
し
て
頭
を
か
し
げ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
だ
れ
も
が
ア

ジ
ア
は
「
流
動
的
」
で
あ
る
と
い
う
。

流
動
的
と
は
何
で
あ
る
か
。
ま
た
何
で
な
い
か
。
い
く
た
の
混
み
い
っ
た
事
態
の
な
か
を
、
一
本
の
金
の
線
が
生
々
発
展
的
に
縫
っ
て

い
る
の
も
流
動
的
で
あ
る
。
経
済
は
着
々
と
成
長
し
、
政
治
は
一
つ
の
体
制
の
な
か
で
徐
々
に
整
備
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
場
合
が
そ
れ
で

あ
る
。

ア
ジ
ア
諸
国
の
大
部
分
に
つ
い
て
は
、
事
態
は
こ
の
よ
う
に
簡
単
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
経
済
の
場
面
に
は
大
き
な
発
展
・
成
長
の

芽
生
え
は
あ
る
。
し
か
し
、
他
面
に
お
い
て
そ
れ
を
抑
制
す
る
も
の
が
力
づ
よ
い
。
ま
た
お
よ
そ
発
展
や
成
長
を
考
え
る
場
合
、
在
来
流

行
の
理
解
に
よ
る
パ
タ
ー
ン
を
以
っ
て
す
る
の
が
果
た
し
て
正
し
い
か
、
と
の
疑
問
も
で
て
く
る
。
さ
ら
に
政
治
体
制
に
つ
い
て
は
、
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
の
対
立
、
複
合
民
族
国
家
に
お
け
る
特
殊
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
伴
う
民
族
や
種
族
間
の
闘
争
が
あ
っ
て
、
政
治
的
安
定
は

な
か
な
か
期
す
べ
く
も
な
い
。
独
立
国
家
の
幼
年
期
に
伴
う
政
治
的
、
行
政
的
未
熟
も
ま
た
考
え
ら
れ
る
べ
き
大
き
な
原
因
で
あ
る
。

こ
う
い
う
次
第
で
、
ア
ジ
ア
が
流
動
的
で
あ
る
と
は
、
一
つ
の
混
沌
を
意
味
す
る
も
の
と
い
い
え
よ
う
か
。
そ
し
て
そ
の
上
に
立
っ
て

い
か
な
る
経
済
・
社
会
・
政
治
の
体
制
が
整
い
だ
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
―
―
こ
の
意
味
で
二
○
世
紀
後
半
の
ア
ジ
ア
は
世
界
に
お
け
る

「
問
題
」、
い
な
最
も
大
き
な
「
問
題
」
で
あ
る
。

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
は
、
ま
さ
に
こ
の
「
問
題
」
の
理
解
に
向
か
っ
て
、
ひ
た
す
ら
前
進
を
つ
づ
け
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
の
期
す
る
と

こ
ろ
は
、
ま
さ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
現
実
に
即
し
た
精
確
な
知
識
を
供
し
よ
う
、
そ
し
て
こ
の
大
き
な
「
問
題
」
に
つ
い
て
静
か
な
サ
ー

ビ
ス
を
い
た
そ
う
と
す
る
に
尽
き
る
。
設
立
以
来
す
で
に
七
カ
年
余
り
、
専
ら
そ
う
い
う
道
を
歩
ん
で
き
た
し
、
今
後
も
そ
れ
に
変
わ
り

は
な
い
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
多
く
の
研
究
や
調
査
の
報
告
書
、
現
地
調
査
を
土
台
と
し
て
、
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
の
解
説
書
・
教
養
書
た

る
こ
と
を
目
標
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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九
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「アジアを見る眼」シリーズ発刊にあたって




